
ハヤブサ 

問1 フラミンゴが野生で食べているものはなに？ 

問2 サバンナゾウは家族単位の群れをつくりますが、群れの 
   リーダーとなるのはどっち？ 

問4 ホンドタヌキの英語の名前の意味は？ 

問5 崖のくぼみなどで産卵するのはどっち？ 

問題にでてくる動物の前に看板が置いてあります。 

しっかり読んで、クイズに答えてね。正解に○をしてください。 

・ 

答えは動物園の出口にあるよ。鉛筆をかりた人はそこで返してね。 
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問3 テンジクネズミの別名は？ 
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答えと解説 
こた             

答1 プランクトン 

答2 雌 

答3 モルモット 

答4 アライグマのようなイヌ 

答5 ハヤブサ 

 フラミンゴのくちばしは首を曲げた時に水面と水平
になるように曲がっています。このことで水中の小さ
なプランクトンを含む水を効率よくくちばしの中に入
れることができ、くちばしのふちについている櫛状
の「ラメラ」という構造でこしとって食べています。 

 「モルモット」とは日本にやってきたときに別種の
マーモット（オランダ語でマルモット:marmot）と勘

違いされて名付けられた日本語です。英語では
「guinea pig(ギニアのブタ)」と呼ばれます。ギニア

経由でヨーロッパに持ち込まれたためといわれて
います。 

 タヌキとアライグマは見た目がよく似ています。タ
ヌキはもともと極東アジアにしか生息しない動物で、
アライグマは北アメリカ大陸原産の動物です。英語
圏の人々にとってはタヌキよりもアライグマのほう
が身近で、イメージしやすいのかもしれません。 

 もともとハヤブサは山地や海岸などの断崖に営巣
し、小型の鳥を捕食します。都市部には崖の形状の
似た高層ビルがあり、またドバトやムクドリなどの餌
となる鳥もいるので、ハヤブサがこれらの環境に適
応し、生息することができると考えられます。 

 サバンナゾウは経験豊富な雌をリーダーとする
雌と子どもからなる群れで生活しています。その中
で成長した雄は群れを出ていき、単独もしくは雄の
みの群れをつくり暮らしています。 

※↓の図は各動物舎に設置している看板です。 
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